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「たら」

坂下 美樹
管理栄養士/調理師/製菓衛生師/
現在、北海道新聞くらし面「今日の
1品」執筆中。「道新文化教室」開催。
HTB イチオシ出演中、ホクレン
GREEN等の料理制作など。料理教
室はコロナ対策のうえ好評開催中。
ぎょれんと共にレシピの制作多数。

　札幌で活躍する2人の管理栄養士の方に、旬の魚をテーマ
としたコラムを交互にご寄稿頂きます。みきさんの

コラム
秋
到
来
、
旬
を
迎
え
る
野
菜
や
お

魚
で
市
場
が
に
ぎ
わ
う
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
と
言
え
ば
、
そ
れ
ら

を
使
っ
て
「
季
節
の
手
仕
事
」
が
忙

し
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
少

し
前
、
夏
の
終
わ
り
に
は
数
種
類
の

野
菜
を
使
っ
て
作
っ
た
福
神
漬
け
、

大
き
く
育
ち
す
ぎ
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を

は
て
？
ど
う
や
っ
て
大
量
消
費
す
る

か
！
や
は
り
こ
こ
は
ナ
ム
ル
仕
立
て

に
。
い
わ
し
を
使
い
ア
ン
チ
ョ
ビ
と

お
ま
け
の
ナ
ン
プ
ラ
ー
に
も
挑
戦
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
作
り
た
い
の

が
北
海
道
産
の
ふ
っ
く
ら
柔
ら
か
な

真
だ
ら
を
干
も
の
に
！
と
今
か
ら
わ

く
わ
く
し
て
お
り
ま
す
。
真
だ
ら
は

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
寒
さ
が
増
し
て

く
る
と
美
味
し
く
な
り
、
鍋
の
季
節

に
は
欠
か
せ
な
い
お
魚
で
す
ね
。
フ

ラ
イ
や
煮
付
け
な
ど
に
も
お
い
し
い

万
能
選
手
で
す
が
、
我
が
家
の
定
番

の
た
ら
料
理
は
「
た
ら
と
じ
ゃ
が
い

も
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
炒
め
」。
ポ
ル
ト

ガ
ル
料
理
と
言
え
ば
、
塩
漬
け
し
た

た
ら
を
干
し
て
作
っ
た
バ
カ
リ
ャ
ウ

を
使
う
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
中

で
も
水
で
戻
し
た
バ
カ
リ
ャ
ウ
と

じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん
に
く
を
一
緒
に

炒
め
て
レ
モ
ン
汁
を
た
っ
ぷ
り
か
け

た
お
料
理
は
簡
単
で
絶
品
で
す
。
バ

カ
リ
ャ
ウ
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な

い
の
で
そ
れ
を
真
だ
ら
で
ア
レ
ン
ジ

し
た
も
の
が
我
が
家
風
と
い
う
わ
け

で
す
。
で
も
今
年
は
自
家
製
干
し
だ

ら
で
作
り
ま
す
よ
～
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
大
西
洋
に
面
す
る

海
岸
線
が
続
く
、
漁
が
盛
ん
な
と
こ

ろ
で
す
。
大
航
海
時
代
に
世
界
に

進
出
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
戦
国
時

代
、日
本
に
鉄
砲
を
伝
え
る
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
文
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

む
か
し
、
む
か
し
歴
史
で
勉
強
し
ま

し
た
ね
！
金こ

ん
ぺ
い
と
う

平
糖
、
カ
ス
テ
ラ
も
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
由
来
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
料
理
は
日
本
人
の
口
に
も
合
う

も
の
が
多
い
の
も
そ
う
い
っ
た
背
景

が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
遠
く
て
近

い
国
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
美
味
し
く
な

る
た
ら
。
そ
の
栄
養
効
果
は
タ
ン
パ

ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
が
豊
富
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
は
、
貧
血
予
防
や
腰

痛
な
ど
末
梢
神
経
の
回
復
効
果
や
、

生
活
リ
ズ
ム
を
正
常
に
す
る
効
果
が

あ
る
と
も
！

美
味
し
く
て
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
北

海
道
の
た
ら
を
使
っ
て
食
卓
で
異
国

の
お
味
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

1 ｜

大漁祈願！
浜のほっとニュース12

みなさんのお便りでつくるページ
なみまる おたより箱13

頭すっきり!! ブレイクタイム11

表紙の写真
野付漁協　尾岱沼漁港です
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今年も全道各地で秋鮭定置網漁が始まりました。水揚げされる漁港で
の選別作業は北海道の秋の風物詩です

みきさんのおさかなコラム
「たら」01



特集  購買事業① 系統ブランド資材

ぎょれんの中でも直接浜の皆さんと接することの多い購買事業。日頃使用していただいて
いる系統ブランド資材は、「漁業コスト削減のために系統自らによる漁業資材の独自開発
が必要」と、平成14年から進めている事業です。今月はこの系統ブランド資材についてご
紹介します。

系統ブランド資材売れ筋商品

系統ブランド資材
GYOR EN

2022.7 改定

22-020191.indd���322-020191.indd���3 R4/07/25���9:41R4/07/25���9:41

・一流アウトドアメーカー㈱モンベル、スポーツ用品メーカーミズノ㈱
製品の取扱をはじめました。

・部会や漁業部での名入れや一部
 オリジナルウェアの作成も可能です。

・漁業者の皆様の意見をもとに改
良を重ね、しなやかな刺網を提供
しております。

・納期目安は3〜4カ月程度となっ
ております。

・中国で樹脂製タコ箱を開発
しました。

・滑り止めがついており作業
性に優れた商品です。

※口穴ひし形タイプもござ
います。

・組合員様のご要望に応じたザブトン籠や丸籠
の受注生産が可能です。

・PEクロスロープや補修糸の取扱いもござい
ます。

・養殖籠の網地を使用した丈夫なタコネットも
ご好評いただいております。

・独自の多面構造により、従
来のコーンライトの弱点
だった真下も照らします。

・防水、ノイズ試験も実施済
み、安心して船舶でお使い
いただけます。

※ラムダソケットには取付で
きません。

動作電圧 AC100～277V
周波数範囲 50/60HZ
消費電力 50W
色温度 6,000K
使用環境温度 -30℃～50℃
口径 39mm
重量 約980g
防水性能 IP65
納期 受注後3～4日程度
出荷ロット 1個から可能

材質 樹脂製

サイズ 215mm×330mm×
450mm

口径サイズ 140mm×200mm
重量 10.5kg
その他 滑り止め付き

・撚りバランスが良く耐摩耗性の高い
ハイスペックロープです。

・定置用、養殖篭用桁ロープ、刺網の上
棚、下棚など様々な用途でご愛用頂
いております。

・大手プラスチックメーカー三甲㈱と連携し、市場や漁業に使用する
プラスチック製品を取扱っております。

・上記商品以外にも多数取扱っておりますのでお問い合わせください。

●衣類関係

●タイナイロン網

●樹脂製タコ箱

●LED7面型ライト

●国産GKスーパーロープ

●プラスチック製品

2022.7改訂版カタログから
商品の一部をご紹介します

カキ籠

タコネット

1,800

365

365
365

365
565

565

1,800

150
80

系統ブランド資材のパンフレットが
新しくなりました

系統ブランド資材のパンフレットを1年3カ月ぶりにリニューアルし

ました。新商品のタコ箱、LEDライト、ミズノ製品等の商品紹介や、

機械類についてはQRコードから機械動作を見ることができます。

使用される皆さまからのご意見で新商品の開発や既存製品の改良、

機器などの提供を行っています。浜の皆さまがより快適に漁労作業に

打ち込めるよう支援させていただきたいと思っております。

最新版の製品カタログは
ぎょれんHPからも見ることができます

●ベトナム製資材
丸籠

購買部
富樫部長

漁業資材は、石油製品から製造されているものが多く、近年の原油高により価格が
高騰しています。また為替も円安に進んでおり、海外製造商品は、価格が大幅に上昇
しています。これらには国際情勢が影響していることから、ぎょれんが直接的に介入
することはできませんが、少しでも安価で高品質の商品をお届けできるよう国内製造
と海外（ベトナム・タイ・中国）製造の両輪で商品展開を進めております。

皆さまの生産コスト削減や作業効率化を進めるため、系統ブランド資材の普及を
「ぎょれんマリノサポート㈱」とともに進めております。皆さまに喜ばれる商品づくり
を進めるには、皆さまのご意見が最も重要ですので、浜廻りの際には、ご意見を賜り
ますようご協力のほどお願いいたします。

大型パレット R4-1818F
ザブトン籠

サンテナー A#85-2

150mm

210mm

450mm

330mm

215mm

ジャンボックス #1000H4
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特集  購買事業②
廃網・廃プラスチック製品のリサイクル

北海道の漁業において水に強く、丈夫なプラスチックは欠かせない存在で、「漁網」「ロープ」等の漁具類や「魚函」
「タンク」等の容器類など様々な製品に使用されています。一方、その分解されづらい特性は、海洋プラスチック問
題など海洋汚染を引き起こす要因として、世界的に大きな問題となっています。そのため本会では北海道の美しい
海を守り、次世代に繋ぐため「脱・抑プラスチック活動」に取り組んでいるところであり、今年度からはこれまで廃棄
されていた漁網や魚函を再資源化・再製品化する事業を本格的にスタートさせています。

 廃網リサイクル
ナイロン製刺網は全道各地で広く利用されておりますが、これまで処理工場が道外にしかなかったことや

材質ごとの分別が難しいことなどから、ほとんど埋立処理されておりました。しかし、ぎょれんの提携先で
ある㈱鈴木商会が令和４年６月に道内初となるナイロン再生工場を新設し処理可能となったことから、全道
各地の漁業者・漁協の協力のもと廃網のリサイクル事業を開始致しました。

 廃プラスチック製品リサイクル
北海道の新鮮で安全な水産物を浜から消費者の皆さまへお届けするためにはプラスチック製の魚函・タン

ク・容器類は重要な資材です。しかし、破損や経年劣化によって破棄される漁業用製品のほとんどは廃棄処
理されています。本会ではプラスチック物流機器メーカーの三甲㈱と協力のうえ、これらの製品を無償回収
し、再生トロ函などに再製品化する取り組みを実施しています。

また、今年７月からは、コープさっぽろとプラスチックごみ問題の解決に向けた連携の取り組みの一環と
して、使用済み魚函を原料の一部に使用した「買い物かご」を同組合の道内全106店舗で一般販売しており
ます。

刺網から上棚、下棚の浮子、ロープ等を取り外し、網地だけに
する分別をお願いしています。手間のかかる仕事ですがこの
分別作業がリサイクルを実現するポイントとなります

試作品の合羽を着
る小樽地区 木村
購販推進委員長 廃網から作られた再生ナイロンペレット

は鞄、靴、文房具など様々な製品にアッ
プリサイクルされています

ぎょれんが各地区で回収や配送の効率化、品質の向上のた
めの技術指導を行い、浜の負担低減化に努めています

鈴木商会
苫小牧プラ・ファクトリー

製造したペレット

鈴木商会プラ・ファクトリーで「２次分別」→「裁断」→「洗浄」
→「粉砕」→「溶解」→「ペレット化」の加工を行います

❶分別作業

❶分別

❸リサイクル製品

❹廃網リサイクル製品

❷出荷

❷出荷、加工

❸工場加工

▶

▶

▶

▶

▶

出荷時のお願い
・使用済みとなったプラスチック製品を商品ごとに分けてください
 （商品により材質が違います）
・ハンドル、レバーなどの鉄は外してください
・汚れのひどいものは洗浄してください

本会が漁協と回収品の状態確認や地域の
取り纏めを行い、指定工場で粉砕します

三甲㈱で上記のような再生製品が出来上がります
様々な色の原料を黒で染める必要があるため再生品の色は「黒」となります

漁業の生産現場は網・ロープ・魚函など多くのプラスチック製品に支えられて
おります。これらを廃棄せず、さまざまな製品に活用するための第一歩として各
メーカーや産廃業者の鈴木商会様と連携のもと、今年から本格的に漁業製品のリ
サイクルをスタートしました。リサイクルの取組を促進するためには漁業者の皆
さまによる「分別」が必要不可欠となります。

技術的に課題も多いですが、これから様々な漁具リサイクルにチャレンジして
いきたいと考えておりますのでご協力よろしくお願い致します。

購買部
長谷川部長代理

再生トロ函

買い物かご

5 ｜ ｜ 4



海ひと夢 インタビュー

7 ｜ ｜ 6

　今回の「海ひと夢」に登場いただくのは、ぎょれんの
中村尚広代表理事常務。これまでのぎょれん人生や、漁
業に対する思い、今後のぎょれんのあり方等についてお
話を伺いました。

北海道漁業協同組合連合会　代表理事常務

中村  尚
なお

広
ひろ

さん

ぎ
ょ
れ
ん
人
生
の
始
ま
り

　

私
の
生
ま
れ
は
新
ひ
だ
か
町
で
、
祖
父
母
が
漁
業

を
営
ん
で
お
り
、
幼
少
期
は
昆
布
の
手
伝
い
を
し
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
ぎ
ょ
れ
ん
に
入
会
し
た
動
機
も

祖
父
母
と
両
親
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）
に
入
会
し
、
最
初
の

赴
任
地
だ
っ
た
室
蘭
支
店
で
は
債
権
回
収
を
担
当
し

ま
し
た
。
市
場
共
販
は
各
漁
協
が
仲
買
や
水
産
会
社

に
販
売
し
た
代
金
（
債
権
）
を
ぎ
ょ
れ
ん
に
譲
渡
し
、

代
金
回
収
と
貸
倒
れ
リ
ス
ク
を
ぎ
ょ
れ
ん
が
引
き
受

け
る
仕
組
み
で
す
。
代
金
を
期
日
通
り
支
払
い
が
行

わ
れ
ず
、
督
促
し
て
も
な
か
な
か
応
じ
て
い
た
だ
け

な
い
業
者
が
い
て
、
怒
っ
た
り
、
泣
い
た
り
し
て
回

収
に
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
の
後
転
勤
を
繰
り
返
し
、
大
阪
、
東
京
、
札
幌

（
本
所
）
で
は
販
売
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
豊
漁
で

魚
価
が
低
迷
し
た
時
期
に
は
、
販
路
を
海
外
へ
向
け
、

東
南
ア
ジ
ア
や
米
国
に
輸
出
を
行
う
事
業
に
携
わ
り

ま
し
た
。
日
本
全
国
や
世
界
の
消
費
者
に
北
海
道
の

魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
魚
価
の
安
定

に
繋
が
り
、
浜
に
貢
献
で
き
る
と
奮
起
し
、
魚
を
販

売
す
る
こ
と
に
専
念
し
ま
し
た
。
25
年
間
の
販
売
勤

務
で
は
倒
産
や
貸
倒
れ
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
販
売

代
金
を
回
収
し
、
浜
に
精
算
す
る
こ
と
が
い
か
に
重

要
か
今
で
も
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

浜
で
の
思
い
出

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）、
今
ま
で
の
経
験
が
ど

う
い
う
形
で
浜
に
貢
献
で
き
る
か
不
安
と
期
待
を
持

ち
、
支
店
長
と
し
て
函
館
支
店
に
赴
任
し
ま
し
た
。

函
館
支
店
は
全
道
で
も
最
も
漁
協
数
が
多
く
多
種

多
様
の
漁
業
形
態
が
あ
り
ま
す
が
、
漁
獲
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
合
併
組
合
特
有
の
課
題
や
経
営
も

厳
し
い
状
況
で
す
。
漁
協
経
営
や
行
政
と
の
折
衝
等

勝
手
が
分
か
ら
ず
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
。

「
今
度
の
支
店
長
は
不
漁
男
だ
な
」
と
悪
気
の
な
い

冗
談
交
じ
り
の
会
話
も
２
度
、
３
度
と
な
る
と
悔
し

く
、
大
漁
を
切
に
祈
り
ま
し
た
。

主
要
品
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
昆
布
業
務
は
初
め
て

の
経
験
で
、
昆
布
自
体
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
か
、

入
札
会
や
値
決
め
会
を
無
我
夢
中
で
取
り
組
み
ま
し

た
。
有
難
か
っ
た
の
は
、
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
「
初

め
て
で
す
」「
わ
か
ら
な
い
で
す
」
と
正
直
に
言
っ
て

も
誰
も
不
満
を
口
に
せ
ず
「
わ
か
ら
な
い
位
で
い
い
、

頑
張
っ
て
く
れ
」
と
励
ま
し
の
声
が
多
か
っ
た
こ
と

で
す
。

浜
で
生
産
者
の
声
を
聞
き
、
新
し
い
、
正
し
い
情

報
を
正
確
に
伝
え
る
。
こ
れ
を
敢
行
し
、
浜
の
信
頼

を
得
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
頼
ら
れ
て
い
る
と
実

感
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

困
惑
し
た
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
ホ
テ
ル
や
料
亭
等
が
好
ん
で
使
用
す
る
渡

島
産
真
昆
布
の
消
費
が
低
迷
し
た
た
め
、
保
管
し
て

い
る
倉
庫
が
満
庫
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
新

物
の
昆
布
が
入
庫
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
の
た
め
、
貸
倉
庫
の
他
、
タ
イ
ヤ
工
場
や
水

産
工
場
跡
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
の
体
育
館
ま
で

臨
時
保
管
先
と
し
て
交
渉
し
ま
し
た
。
関
係
漁
協
の

役
職
員
の
協
力
も
あ
り
、
何
と
か
保
管
先
を
確
保
し
、

集
荷
・
保
管
業
務
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
対
応

し
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
保
管
先
は
既
存
の
倉
庫
と
併

用
し
て
現
在
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

経
験
や
知
識
が
な
く
て
も
、
一
生
懸
命
取
り
組
む

こ
と
で
周
囲
の
協
力
と
理
解
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
、
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
ぎ
ょ
れ
ん
の
展
望

獲
れ
た
魚
を
い
か
に
消
費
し
て
い
く
か
か
ら
、
安

定
し
た
生
産
体
制
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
か
に
主
眼

が
変
わ
り
、
業
界
を
担
っ
て
き
た
関
連
労
働
者
も
外

国
人
に
依
存
す
る
等
水
産
物
の
生
産
・
流
通
環
境
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は

一
変
し
、
水
産
物
の
流
通
に
お
い
て
も
業
務
筋
を
主

体
に
長
期
の
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
原
発
処
理
水
の
放
出
問
題
や
、
世
界
規
模

で
の
経
済
的
な
混
乱
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
感
が
払

拭
出
来
な
い
状
況
で
す
。

今
年
は
ぎ
ょ
れ
ん
の
中
期
的
事
業
推
進
方
向
「
夢

と
活
力
あ
る
北
海
道
漁
業
の
再
興
」
の
最
終
年
と
し

て
、
浜
の
付
託
に
応
え
る
た
め
諸
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
北
海
道
の
漁

業
が
持
つ
魅
力
の
発
信
や
認
知
度
向
上
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
既
存
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た

な
方
法
や
考
え
を
駆
使
し
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が

ぎ
ょ
れ
ん
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標

今
年
６
月
に
役
員
に
就
任
し
、「
昆
布
」
と
「
燃
油
・

資
材
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昆
布
の
生
産
量
は
、
減
産
が
続
き
今
年
度
（
令
和

４
年
４
月
～
５
年
３
月
）
は
１
万
２
，
６
０
０
ト
ン

の
見
込
み
で
す
。
安
定
生
産
す
る
に
は
、
養
殖
事
業

の
強
化
、
重
労
働
の
改
善
な
ど
増
産
対
策
を
推
進
し
、

減
産
傾
向
か
ら
の
脱
却
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
だ
し
用
は
外
食
な
ど
の
需
要
減
か
ら
減
産
・
単

価
安
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
な
り
ま
し
た
。
消
費
喚
起

を
図
る
た
め
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

で
は
、
昆
布
を
使
っ
た
調
理
動
画
な
ど
の
情
報
発
信

を
は
じ
め
、
航
空
会
社
「
エ
ア
・
ド
ゥ
」
の
機
内
で

昆
布
ス
ー
プ
を
提
供
す
る
計
画
で
す
。
さ
ら
に
、
全

国
の
保
育
園
や
小
中
学
校
で
若
い
世
代
向
け
の
食
育

教
室
や
講
座
を
実
施
し
、「
基
本
・
コ
ツ
訴
求
」
を
テ
ー

マ
に
動
画
を
製
作
し
ま
す
。

一
方
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
燃
油
・

資
材
を
は
じ
め
原
材
料
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
世
間

で
は
一
部
商
品
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
る
一
方
、
消
費

減
退
を
懸
念
し
据
え
置
く
業
者
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。

生
産
コ
ス
ト
を
魚
価
に
転
嫁
出
来
る
の
か
。
安
心

し
て
漁
に
出
ら
れ
る
よ
う
漁
業
コ
ス
ト
の
低
減
を
図

る
た
め
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

浜
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
後
も
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
新
し
い
生
活

ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
企
業
・

組
織
に
求
め
ら
れ
る
環
境
や
地
域
社
会
に
配
慮
し
た

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
浜
廻
り
を
敢

行
し
、
浜
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
常
に
新
し
い
・
正
し

い
情
報
を
発
信
し
、
浜
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

既
存
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

新
た
な
方
法
や
考
え
を
駆
使
し
挑
戦
し
ま
す

Profile
昭和４１年 新ひだか町（旧静内
町）生まれ。
専修大学経営学部を卒業後、北
海道漁業協同組合連合会へ入
会。東京支店営業第１部・第２部部
長、本所営業企画部長、総務企画
部長、参事・函館支店長を経て、令
和４年6月より現職。



　「
全
道
な
み
ま
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」は
、

ぎ
ょ
れ
ん
の
環
境
基
本
理
念
・
環
境
方
針
に
基
づ

く
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
対
す
る
具
体

的
な
取
組
と
し
て
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
宗
谷・桧
山・渡
島・日
高・根
室・胆
振
管

内
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。今
年
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
の
結
果
を
総
括
し
ま
す
。

活
動
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
実
施

し
、
漁
協
役
職
員
、
青
年
部
、
女
性
部
、
生
産
者
、

ぎ
ょ
れ
ん
及
び
系
統
団
体
の
職
員
を
は
じ
め
、
一
部

地
元
の
行
政
関
係
者
や
高
校
生
ら
総
人
数
３
１
３
名

の
方
々
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

回
収
ご
み
は
ト
ー
タ
ル
す
る
と
重
量
ベ
ー
ス
で

９
，
２
３
０
kg
と
な
り
、
数
量
の
多
い
順
に
ロ
ー
プ

や
漁
具
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
そ
の
他
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
と
な
り
ま
し
た
。

「
全
道
な
み
ま
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
の
実

践
は
「
海
洋
環
境
保
全
」
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

全
道
に
展
開
す
る
植
樹
活
動
や
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

抑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
運
動
、
廃
網
漁
具
資
材
の
リ
サ
イ

ク
ル
運
動
と
同
様
に
今
後
の
漁
業
生
産
を
活
動
を
維

持
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
取
組
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
を
考
え
る
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
で
は
２
０
１
５
年
（
平
成

27
）
国
連
総
会
で
全
加
盟
国
が
同
意
し
、
２
０
３
０

年
（
令
和
12
）
ま
で
に
実
現
す
べ
き
社
会
の
目
標

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ぎ
ょ
れ
ん
で
は

特
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
12
番
目
「
つ
く
る
責
任 
つ
か
う
責

任
」、
13
番
目
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」、

14
番
目
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」、
17
番
目
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」
を
「
海
洋

環
境
保
全
」
に
対
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
重
要
な
経
営

課
題
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

令和4年度
全道なみまる クリーンアップ作戦 結果報告

『海の豊かさを守るために』

今
年
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　話
を
聞
き
ま
し
た

全
道
な
み
ま
る
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
も
2
年
目

を
迎
え
、
今
年
度
は
6
カ

所
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
の
実
施
で

し
た
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
事
故
な
く
、
円
滑

に
ご
み
回
収
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
特
徴
と
し
て
、
港
内
で
の
清
掃
活
動
が
多

か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
海
岸
と
比
較
す
る
と

港
内
で
は
ご
み
の
全
体
量
が
少
な
く
、
漁
業
者
が
普
段
か

ら
生
活
の
拠
点
で
あ
る
漁
港
を
き
れ
い
に
保
っ
て
い
る
こ

と
が
把
握
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
漁
港
内
で
は
釣
り
人
に
よ
る
エ
サ
の
空
袋
や

釣
り
具
、
弁
当
の
空
箱
な
ど
が
目
立
つ
エ
リ
ア
も
あ
り
、

マ
ナ
ー
・
モ
ラ
ル
が
課
題
と
し
て
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
環
境
部
で
は
、
週
刊
釣
り
新
聞
に
も
マ
ナ
ー
広
告
を

出
し
て
釣
り
人
へ
の
啓
発
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

北
海
道
生
活
環
境
部
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
道
内
の
海
岸

に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
漁
具
も
確
か
に

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
量
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
陸
域
か
ら
河

川
経
由
で
海
へ
流
出
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
1
本
が
海
へ
流
出
し
て
微
細
化
す
る

と
、
25
ｍ
プ
ー
ル
8
杯
分
も
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
ば
ら
ま
く
計
算
に
な
る
そ
う
で
す
。
1
本
回
収
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
々
の
小
さ
な
取
り
組
み
で
あ
っ
て
も
、
継
続
し
、
他

地
区
へ
波
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

環
境
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 環境部

中村次長
ロープ、漁具
43％

ペットボトル
8％

その他
8％

プラスチック
41％

令和4年度回収内容の内訳

6地区合計
9,230kg
※処理困難物はのぞく

（写真）胆振管内の活動に参加された方 （々伊達漁港）

活動に参加された方 （々黄金漁港）

ゴルフバッグがありました（伊達漁港）

責任ある消費と生産 気候変動とその影響に
立ち向かうための緊急対策

パートナーシップの
活性化

海・海洋資源を保護し、
持続可能な方法で使用する

使用済キャンプ用のガスボンベ
（黄金漁港）

全道なみまる
クリーンアップ作戦

実施状況

留萌管内 サンセットビーチ▲

小樽管内 泊港▲

▲胆振管内 イタンキ浜

▲釧路管内 散布地区

▲北見管内 鱒浦海岸

●…令和4年実施地区

桧山管内 乙部港●

●
宗谷管内 仙法志地区

●渡島管内 湧元港

●胆振管内 伊達漁港・黄金漁港

●日高管内 浦河港

●根室管内 尾岱沼漁港

▲…令和3年実施地区

SDGsの取り組み

9 ｜ ｜ 8
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間違いは5つです。

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

ブレイクタイム Break Time

リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

ア
キ
ア
ジ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

ア
キ
ア
ジ

コ
ア
バ
コ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

リ スト

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

〈解答〉サバ

解き方

コ
ア
バ
コ

11 ｜ ｜ 10

スサユアチモコ
マンンリイイナ
カララマネマメ
ンツツフツヤタ
ナサキカラタケ
ンリビエセイケ
ギナクジチイシ

シークワードクイズ
10月のテーマ
「鳥」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

　10月は「鳥」がテーマです。鳥と言えば青い鳥、籠の鳥、風見鶏、渡り
鳥・・・やっぱり焼き鳥ですね。     
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読
めるようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも
使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

□
□
□
□
□
□
□
□

〈ヒント〉切手の意匠になったことがあります。

□
□
□
□
□
□
□
□

アマツバメ（雨燕）
イヌワシ（犬鷲）
イワツバメ（岩燕）
ウソ（鷽）
エナガ（柄長）
オカメインコ
カツコウ（カッコウ）（郭公）
カモメ（鴎）

カワウ（河鵜）
カワガラス（河烏）
カワセミ（川蝉）
コゲラ（小啄木鳥）
スズメ（雀）
ツグミ（鶫）
ツミ（雀鷹）
ベニインコ

9月号の解答と当選者

コンイメカオス
ライキバカラズ
メゲヌツガコメ
バモコワンナジ
ツウカイシウエ
マグニツバワソ
アベミセワカト

解 答

リ ス ト

となります。

ナシ
（せ た な 町）イクラ大好きっ子さん
（函 館 市）だ る だ るさん
（厚 岸 町）佐 藤 葉 子さん
（利尻富士町）坂 本 澄 子さん
（札 幌 市）高 野 政 敏さん

度重なる大雨等で港湾や漁場海域へ流木の流出が頻発

水曜どうでしょうディレクター＆フリーアナウンサー佐藤麻美さんが北海道の海の幸に舌鼓

　ぎょれんと北海道漁業環境保全対策本部（岩田本部長／いぶ
り噴火湾漁協）は、8月23日（火）、道へ対し全道各地で頻発す
る流木被害について、迅速な撤去体制構築に向けた緊急要請を
実施しました。
　自然災害による漁業被害は、漁業経営における重要課題の一
つであり、特に流木による被害は漁業者を悩ませ続けていま
す。本年度においても港湾や漁場海域への流木が流出する事態
が相次いでいること、加えて、7～8月にかけて道内各地で発
生した豪雨により、秋鮭漁に向けた定置網の設置が危惧されて
いる地域も出ていることから、①流木被害が発生した際に、漁
協、各地区漁業組合長会の要請に応じて、迅速に流木除去等の
対応が可能となる体制の構築を道において図ること、②流木の
撤去が可能とされる海岸漂着物処理推進法において、予算的な
側面もあり、水産業における随時活用が困難な状況にあること
から、同推進法に基づく事業への十分な予算確保を図るととも
に、道が一体（道水産林務部・環境生活部）となった弾力的な
運用体制を構築すること、③一部地域において関係機関が連携
し、先進的に実施している流木被害の未然防止に向けた河川へ
の捕捉工の設置等の取組の全道的な拡大を図ること、の3項目
の実現を訴えました。

　「水曜どうでしょう」の藤村ディレクター（藤やん）と嬉野
ディレクター（うれしー）の二人が配信する人気YouTubeチャ
ンネル「藤やんうれしーの水曜どうでそうTV」。昨年の前半戦に
引き続き、9月8日（木）、後半戦が配信され、一緒に出演したフ
リーアナウンサーの佐藤麻美さんと3人で道産の秋鮭・いくら、
ほたて、昆布などを存分に味わっていただきました。
　「マミさんと水どうＤ陣が荒々しいクッキング！北海道の海
の幸をたらふくおみまいされる生配信」と題して行われた今回
の配信は、ぎょれんより「飲まさる逸品」をテーマに、旬の秋
鮭・いくらをはじめ、活ほたて、玉冷、昆布などを提供。これ
らの食材を使ったお酒に合う料理を提案し、番組では実際に3
人がほたての殻剥きなどを行いながら、「秋鮭のブレゼ」「炙り
ホタテのカルパッチョ」を調理すると、そのおいしさに舌鼓を
打つとともに、最後には昆布を煮出すところから、一番だしを
とると、焼酎を合わせて昆布焼酎を楽しみました。
　また、番組配信中にはぎょれん公式Twitterと連動した企画
「藤村、嬉野、どっちが美味しそうに食べるでショー」も開
催。多くのフォロワーの方に参加していただき、出演の3人だ
けでなく、視聴者の方々にも大変好評でした。

◎番組のアーカイブ配信　　◎紹介された「飲まさる逸品のレシピ動画」

流木等の迅速な撤去体制構築へ緊急要請を実施しました

昨年に続きYouTubeチャンネル「藤やんうれしーの
水曜どうでそうTV」生放送が配信されました

01

02

道議会水産林務委員会・佐藤委員長へ要請書を手
渡す阿部会長（一番右）と自民党道連・冨原幹事長
へ要請書を手渡す岩田本部長（一番左）

道水産林務部に対しても各要請事項の実施を強く
求めました

新鮮な海の幸を使った料理を前に笑顔が絶えない
（左から）藤やん、うれしー、マミさんの3人

番組放送中に行われた公式Twitter連動企画の様子

①昆布とナッツの
　甘辛チップス ②麻婆ホタテ ③秋鮭のブレゼ



大漁
祈願！

｜ 12

9月に入り秋鮭定置網漁が始まりま
した。水産試験場の来遊予測では、
前年を上回っていることから、徐々
に増えている水揚げに浜は期待して
います。一方、するめいかや平目な
どもまとまって水揚げされる日もあ
り、味覚の秋に豊漁となるよう願っ
ています。

9月に入り、秋鮭定置網漁が解禁と
なりました。12日には管内全体で、
55トンとまとまった水揚げがあり、
20日時点での累計数量は前年対比で
108％となっています。一方、いか
釣り漁では8日、9日と水揚げがまと
まり、浦河港には40隻を超える釣り
船が集結し、連日浜が活気づいてい
ましたが、10日以降は水揚げが少な
くなりました。今後、水揚げが増え
ることを期待しています。

10月に入り、日増しに秋も深まっ
て肌寒さを感じさせます。今シーズ
ンの鱒定置網漁は終漁し、9月より
秋鮭定置網漁が始まりました。管内
では秋鮭、ほたてが水揚げされてお
り、今後は秋の底建網漁、サロマ湖
かき漁などがスタートする予定で、
浜はより一層賑わいを見せることで
しょう。今後も安全操業と豊漁を心
より祈願しています。

9月より秋鮭定置網漁が始まりまし
た。管内の秋鮭漁は中期から後期に
かけて最盛期を迎える為、まとまっ
た水揚げとはなっていませんが、水
産試験場の来遊予測は前年を大きく
上回っており、今後に期待していま
す。一方、噴火湾ではぼたん海老の
水揚げが始まりました。噴火湾全体
で約3トンが日々水揚げされ、メスの
浜値はｋ＠6,000円を超える日もあり
ます。食欲の秋、豊漁となって浜が
一層活気づくことを願っています。

秋漁がピークを迎える時期とな
り、秋鮭、旋網いわし等は昨年を上
回る水揚げとなっています。これか
らの漁に期待が高まる一方、さんま
やいかなどの水揚げは芳しくありま
せん。昆布漁は8月から9月にかけ
て天候に恵まれず、思うように出漁
できない日々が続いています。これ
から秋漁のラストスパートとなるの
で、水揚げの増加と引き続きの安全
操業を祈願しています。

秋鮭漁は、漁期開始から好調な水
揚げが続いていることで、浜は賑わ
いを見せており、今後のさらなる水
揚げに期待を膨らませています。オ
ホーツク海地区のほたて漁は、いよ
いよ終盤にさしかかってきました。
また、利礼地区のほっけ刺し網漁も
終盤を迎え、今後はかれい・たら等
の水揚げに期待がかかります。秋も
深まり、海が荒れることも多くなっ
ていますが、今後も安全操業と豊漁
を心より願っています。

9月より秋鮭定置網漁が始まって
います。9月19日現在、秋鮭の累計
水揚げ数量は昨年とほぼ同等となっ
ています。一方、8月にイタンキ浜へ
移転した室蘭魚市場ではまぐろの姿
も見られ活気に溢れています。10月
からは管内主要漁業である助宗刺網
漁も始まり盛漁期を迎えます。今後
の豊漁を願うとともに、生産者の皆
様の安全操業を心より祈願していま
す。

初秋を迎え、秋鮭定置網漁が解
禁となりました。漁期前半から水揚
げ、単価ともに昨年を上回り、浜は
活気づいています。盛漁期へ向けて
さらなる水揚げを期待しています。
いか釣り漁については、昨年以上に
薄漁が続いており、高値で推移して
います。秋から初冬の水揚げが豊漁
となることを祈念しています。

親魚確保のため秋鮭定置網漁の網
入れが遅れ、9月15日現在、数量は
約380トン、昨年に比べ7割程度の水
揚げとなっています。管内の秋鮭来
遊予想は、昨年度を1割程度上回る予
測であることから、今後の水揚げが
期待されます。一方、さんまの棒受
網漁が最盛期を迎え、9月からは厚葉
昆布の操業も始まり、浜が活気づく
季節となりました。皆様の大漁と安
全操業を祈願しています。

8月31日から秋鮭定置網漁が始ま
り、9月21日現在で、昨年同期対比
138％と好調な滑り出しとなってい
ます。引き続き好漁が続くことを期
待しています。9月16日からはえび
桁網漁が解禁され、赤かれい、にし
んといった秋を代表する魚種の水揚
げが始まりました。一方、9月下旬か
らは各地でほたて稚貝の本分散作業
が始まり、秋の繁忙期を迎えていま
す。皆様が安全操業で、大漁となる
ことを心より祈念しています。

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders

９
月
号
の
表
紙
の
昆
布
に
は
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。本
当
に
き
れ
い
で
昆
布
が
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。暑
い
時
の
昆
布
干
し
、体
に
こ

た
え
ま
す
ね
。ど
う
ぞ
体
が
資
本
で
す
か
ら

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。無
理
し
な
い
で・・・

（
島
牧
村
　
高
島
里
子
さ
ん
　
71
歳
）

今
で
も
仕
事
の
手
伝
い
し
て
ま
す
。朝
３
時

よ
り（
ホ
ヤ
）の
出
荷
に
ま
た
９
月
末
よ
り

ホ
タ
テ
の
本
分
散
で
手
伝
い
に
行
け
る
か

心
配
で
す・・・

（
八
雲
町 

昭
和
の
黄
門
様
よ
り
さ
ん 

86
歳
）

今
年
の
十
五
夜
は
近
年
に
な
い
と
て
も
良

い
月
が
見
ら
れ
て
ホ
ッ
ト
一
息
つ
き
、ま
た

明
日
も
頑
張
れ
る
か
も・・・

（
札
幌
市
　
鈴
木
麻
代
さ
ん
　
51
歳
）

鮭
漁
の
時
期
が
き
ま
す
ね
。大
漁
祈
願
し

ま
す
。ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
が
楽
し
み
で
す
。

（
神
恵
内
村
　
芹
花
さ
ん
　
46
歳
）

９
月
に
入
り
、桧
山
管
内
の
コ
ロ
ナ
感
染

者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。高
熱
で
な
く
と
も

喉
の
痛
み
や
鼻
汁
が
続
く
な
ら
要
注
意
で

す
。

い
よ
い
よ
秋
鮭
漁
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。今

年
の
魚
体
の
大
き
さ
は
？
味
は
？
漁
獲
量

は
？
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
が・・・
。体
調

に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。豊
漁
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
！

（
せ
た
な
町イ

ク
ラ
大
好
き
っ
子
さ
ん
　
59
歳
）

実
家
暮
ら
し
で
、日
曜
日
の
夕
食
だ
け
作

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
私
。家
族
の
好
み
も

バ
ラ
バ
ラ
だ
し
、毎
週
献
立
に
頭
を
悩
ま
せ

て
い
ま
す
。（
冷
蔵
庫
に
あ
る
も
の
で
サ
ッ
と

作
れ
る
母
と
は
大
違
い
）そ
ん
な
時
、チ
ラ
ッ

と
見
た
９
月
号
に
載
っ
て
い
た『
秋
鮭
と
き

の
こ
の
ホ
イ
ル
焼
き
』、今
週
は
コ
レ
に
決
め

ま
し
た
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

（
函
館
市
　
だ
る
だ
る
さ
ん
　
30
歳
）

今
年
も
実
り
の
秋
を
迎
え
、各
地
か
ら
海

の
幸
、山
の
幸
が
届
い
て
お
り
ま
す
。今
更

な
が
ら
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
頂

い
て
お
り
ま
す
。願
わ
く
ば
、コ
ロ
ナ
感
染

症
の
一
日
も
早
い
収
束
を
願
い
、世
界
中
が

戦
争
の
な
い
明
る
い
平
和
な
社
会
で
あ
る

こ
と
と
、各
浜
が
無
事
故
で
大
漁
で
有
り
ま

す
様
、皆
様
と
共
に
お
祈
り
致
し
ま
す
。ど

ん
と
来
い
サ
ン
マ
、港
で
待
っ
て
る
よ
。

（
厚
岸
町 

厚
岸
魚
大
好
親
父
さ
ん  

82
歳
）

秋
で
す
な
。仮
分
散
が
終
わ
っ
た
と
お
も
っ

た
ら
本
分
散
。本
分
散
も
天
気
悪
く
て
早

く
終
わ
り
た
く
て
も
終
わ
れ
な
い
ね
。時
化

ば
か
り
で
は
か
ど
ら
な
い
。ど
ん
ど
ん
寒
く

な
る
か
ら
早
く
終
わ
り
た
い
な・・・。

（
八
雲
町
　
母
で
す
さ
ん
　
42
歳
）
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編集部からのお知らせ

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①〜③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん10月号へ
の感想・ご意見など（※150字程度まで）

②11ページのシークワードの答え

③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

ラ イ フ ジ ャ ケ ッ ト 常 時 着 用  皆 で 声 か け  徹 底 を

11ページの間違いさがしの答え

〈宛先〉 10月24日までにお送りください。
　（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当
　（ＦＡＸ） 011-242-3543
　（電子メール） info@gyoren.or.jp

編
集
後
記

「
あ
の
子
が
や
っ
て
き
た
！
」そ
の
昔
、営

業
で
訪
れ
て
い
た
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
の
鮮

魚
バ
イ
ヤ
ー
の
一
声
で
し
た
。そ
の
時
、今
や

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る“
さ
か
な
ク
ン
”を
初

め
て
見
ま
し
た
。当
時
、高
校
生
の
彼
は
ア
ル

バ
イ
ト
の
応
募
に
き
て
い
た
の
で
す
。あ
れ

か
ら
数
十
年
、彼
の
驚
き
の
人
生
は
映
画
に

な
り
ま
し
た
。『
好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ
』

で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

   　
（
藤
江
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
い

た「
浜
の
お
か
あ
さ
ん
料
理
教
室
」が
3
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

決
め
手
と
な
っ
た
の
は
女
性
部
の「
何
と
し

て
も
成
し
遂
げ
た
い
」と
い
う
強
い
思
い
で

す
。私
も
含
め
た
事
務
方
も
一
丸
と
な
っ
て
、

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
」の
在
り
方
を
模
索

し
、こ
の
思
い
に
応
え
て
い
き
た
い
で
す
。

 

（
古
村
）



秋鮭の炊き込みご飯

レシピアクセス数

第35位

2022年はぎょれんの
ホームページ「おすす
めレシピ365」のアクセ
ス数上位50位からレシ
ピをご紹介します。
魚種や料理法の重複など
考慮して掲載を決めてい
ます。
＊2020年1～12月調べ

番外編

今回は「秋鮭の炊き込みご飯」をご紹介します。

秋鮭に下味をしっかりつけましょう。炊き上がりを混ぜる時は、

鮭の身を大きくほぐすとより鮭感がアップします。

作り方 ➊米は洗って鍋に入れ、水を注いで
昆布を加え、30分以上おく。

➋鮭は皮と骨を除いてひと口大に
切り、Aに10分ほど漬ける。

➌①に②の漬け汁を加えて混ぜ、鮭
をのせて炊く。

➍③が炊き上がったら昆布を取り除
き、小ねぎの小口切りを加えて大
きく混ぜ、器に盛ったら出来上が
り。
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材料� 4人分

昆布……………………… 適量
米……………………… 3カップ
水……………………… 3カップ
鮭（生秋鮭）… ……………150ｇ
小ねぎ…………………………4本

　A
酒……………………大さじ１
醤油…………………大さじ３


